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今月の特集

特
集
　日
本
で
食
べ
る
も
の
は
、日
本
で
作
る

　

  「
国
消
国
産
」の
す
す
め

3　ぱれっと　 ぱれっと　2

　新型コロナウイルス感染拡大により、マスクの需要が急激に増えました。
その大部分を輸入に頼っていたことから、国内は一時深刻なマスク不足に陥
りました。もしこれが食料であったらどうなっていたでしょうか。
　いざという時、マスクのような工業製品は急いで作れますが、農地を耕し、
自然と調和しながら、長い年月をかけて育まれる農畜産物は、不足したから
といってすぐに作れるわけではありません。
　こうした実態を多くの方にご理解いただき「食料を生み出す農業・
農村をささえたい」と思う人を増やしていくことが必要です。

「国消国産」とは、「国民が必要とし消費する食料は、
できるだけその国で生産する」という、JAグループの考え方です。

生きるために欠かせない食料は、日本で作ったほうが安心

　今、日本の食料自給率は、カロリーベースで見ると３7％です。つまり、
食料の６割を輸入に頼っているのです。その大きな要因は、農家の減少や高
齢化など、生産基盤の弱体化です。さらに、日本も含めた世界中で自然災
害が多発しています。もし、日本が多くの食料を輸入している国で自然災害
などが発生し、食料生産が大幅に減少したら、日本の食生活にも多大な影響
をおよぼしかねませんが、食料の輸入は増加しているのです。さらに、今後
も世界的な人口増加が予測される中、日本ではこれから先ずっと、食
料を輸入し続けられるのかという懸念もあります。

日本の食はさまざまなリスクに直面

　日本の食料自給率は先進国の中で最低で、多くを輸入に頼っていますが、
コロナ禍では、自国の需要を優先させて輸出を制限した国もあります。
　農林水産省は2030年度までに食料自給率４５％（カロリーベース）を目指
しています。その実現には、国消国産をみんなですすめ、国産の農畜産物
を食べて・飲んで・飾って・応援して、国内農業を後押しして
いくことが必要です。

「国消国産」で日本の食料自給率の向上を！

　さまざまなリスクにさらされている中で、JAグループは「国消国産」とい
う考え方を提起しました。私たちの毎日の「食」の安心はもちろん、子どもや
孫の世代まで、この日本という土地で豊かな実りが絶えることのないように、
おいしい食卓を囲む笑顔が絶えることのないように、日本の「食」のこれから
にとって、大きな意義をもっています。

「国消国産」で、「食」の安心を次の世代に

食料自給率を上げるには、農業者数や農地面積を増やし、消費者が国産食材を積極的に
選んで農業者を応援するなど、みんなで力を合わせて取り組んでいくことが大切です。農林
水産省によると、食料自給率を1％向上させるために必要な消費の拡大量は、以下のとおりです。

食料自給率を1%向上させるために
私たちができること

ごはんを一食
につきもう一
口食べる

月に国産米粉
パンを３つ食
べる

国産大豆100％
使用の豆腐を
月にもう３丁食
べる

国産小麦100％
使用のうどんを
月にもう３杯食
べる

●

● ●

●
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　農業従事者の減少や、高齢化によっ
て耕作放棄地が増加すると、その土
地を再び作物が生産可能な状態にす
るには、長い時間、手間をかける必
要があります。農業従事者の減少と、
それによる農地の減少という農業生産
基盤の弱体化は、国内の食料供給量
の減少につながる大きなリスクです。
　「国消国産」を進めていくことで、国内の食料供給を支えてくれている農家と、農業を志す次の
世代の背中を押すことになります。農業従事者などの減少に歯止めをかけ、日本の「農業」と「食」
の安定を図っていくことが、私たちの安定した食生活につながります。
　また、農業は国土や多様な生態系を守るなど、「農業の多面的機能」という重要な役割を果たし
ています。日本は起伏の激しい中山間地が多いことから、標高差や豊富で良質な水資源などの自
然を生かした農業を展開しています。斜面に畑や水田があることで、川の洪水や土砂崩れを防ぎ、
また、市街地や都市の農地は気温上昇を抑えたり、災害時の防災空間になるなど、多くの機能を
発揮しています。さらに、多くの生き物のすみかになり、美しい景観を生み出しています。
　多くの方に農業に関心を持っていただき、国産食材を選んでいただくことで、国民の必要とす
る食料を安定的に供給している農業従事者を応援しましょう。

　近年、世界中で異常気象などの自然
災害が多発しています。日本が多くの食
料を輸入している国でも豪雨や干ばつな
どが起きています。自然災害による被害
は、被災国の国内の供給に影響を与える
だけでなく、その国から食料を輸入して
いる日本にとっても大きなリスクとなります。自然災害の発生が続けば、農畜産物が生産できなく
なり、価格の高騰が始まり、食料不足になってしまうリスクがあります。
　日本では、自然災害の回数・被害額とも増加傾向にあり、天候不順による収穫量の減少、洪水
や土砂崩れによる農地や農業関連施設への被害が発生しています。これからの日本の農業にとっ
ても、自然災害が大きなリスクとなっていくことは間違いありません。
　こうしたリスクを知り、国産食材を食べて日本の農業を応援することが大切です。

JA岡山は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

農地を守り、食料生産を
続けるために

世界規模での災害発生と
農業被害

　世界の人口は2020年の統計で約７８億
人。人口はさらに増え続け、2050年には
97億人まで増加する見通しです。飢餓問
題が解決していない地域で、これ以上人口
が増加すると、食料不足や栄養不足がさら
に進んでしまうおそれがあります。世界が必
要とする食料は、2010年から2050年ま
でに約1.7倍増える予測であり、今後、世
界は食料供給の観点で大きなリスクを抱え
ています。
　さらに、食のグローバル化が加速する中、
有事の際にも食料の安定供給が求められて
います。日本の食料自給率はカロリーベー
スで37％と低迷していますが、農産物輸入
額は2000年からの約20年間で約2.3兆
円も増加しました。
　こうした実態を知り、日本で食料生産を増
やせるよう、日本の農業を応援しましょう。

世界の人口増加による食料
需給のひっ迫

世
界
の
人
口
予
測

世
界
の
食
料
需
要
の
見
通
し

食料を輸入することについて、環境面からも考えることが大切です。
外国産と国産の農産物では、味や品質だけでなく、

輸送にかかるエネルギーや環境負荷も大きく異なります。
　食料を輸入に依存しないということは、食料の安全保障と持続可能な
農業の促進を目標とするＳＤＧｓの目標のひとつ「飢餓をゼロに」や、

「つくる責任、つかう責任」、「気候変動に具体的な対策を」にも通じるものです。

ＳＤＧｓの観点でも、「国消国産」を推進します！



　1
月
21
日
、
興
除
地
区
の
荒
井
義
隆

さ
ん
と
和
隆
さ
ん
ご
兄
弟
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

―
就
農
し
た
き
っ
か
け
は
（
義
隆
さ
ん
）

　我
が
家
は
父
の
代
か
ら
続
く
米
麦
農

家
で
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
手
伝
い
を
し

て
い
ま
し
た
。
高
校
卒
業
後
、
勤
め
に

出
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
で
何
か
を
し

た
い
と
思
っ
た
こ
と
や
、
同
じ
世
代
の

仲
間
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
6
年

前
に
就
農
し
ま
し
た
。

―
就
農
し
た
き
っ
か
け
は
（
和
隆
さ
ん
）

　兄
か
ら
継
ぐ
つ
も
り
は
な
い
と
昔
に

聞
い
て
い
た
の
で
、
自
分
が
継
ご
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　今
は
父
と
兄
と
3
人
で
経
営
し
て
お

り
、
私
は
機
械
関
係
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
自
分
で
整
備
し
て
経
費
削
減
に
取

り
組
ん
だ
り
、
得
意
な
こ
と
を
分
担
し

合
っ
て
い
ま
す
。

―
農
業
を
始
め
て
か
ら
は
（
義
隆
さ
ん
）

　最
初
は
父
に
教
わ
り
な
が
ら
、
始
め

ま
し
た
。
農
業
は
、
手
を
か
け
て
あ
げ

る
と
、
き
ち
ん
と
結
果
が
見
え
る
の
で

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
の
し

ん
ど
い
思
い
が
未
来
へ
の
投
資
に
な
る

と
思
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　現
在
は
、
水
稲
47
㌶
、
麦
40
㌶
、
キ
ャ

ベ
ツ
90
㌃
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　米
麦
の
閑
散
期
に
栽
培
で
き
る
品
目

と
し
て
、
3
年
前
よ
り
キ
ャ
ベ
ツ
の
栽

培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
キ
ャ
ベ
ツ

に
関
し
て
は
荒
井
農
産
と
し
て
で
は
な

く
、
兄
弟
で
経
営
し
て
お
り
、
経
営
の

勉
強
も
兼
ね
て
日
々
学
ん
で
い
ま
す
。

―
栽
培
上
で
の
こ
だ
わ
り
は（
義
隆
さ
ん
）

　土
づ
く
り
で
す
。
緑
肥
を
す
き
こ
む

こ
と
で
、
有
機
物
を
投
入
し
、
排
水
を

よ
く
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
今
年
度
か
ら
藤
田
・
興
除
地

区
で
取
り
組
み
は
じ
め
た「
里
海
野
菜
」

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
か
き
が
ら

資
材
を
土
壌
改
良
資
材
と
し
て
ほ
場
に

ま
き
、
で
き
あ
が
っ
た
野
菜
が「
里
海

野
菜
」で
す
。
か
き
が
ら
に
は
良
質
な

タ
ン
パ
ク
質
や
天
然
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊

富
な
た
め
良
質
で
お
い
し
い
野
菜
が
育

ち
ま
す
。
さ
ら
に
S
D
G
s
の
取
り
組

み
に
も
つ
な
が
り
、
循
環
型
農
業
を
積

極
的
に
実
践
し
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
抱
負
は
（
義
隆
さ
ん
）

　現
在
の
3
人
体
制
で
水
稲
60
㌶
、
麦

40
㌶
を
経
営
で
き
る
作
業
体
制
の
構
築

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ベ
ツ
に
関

し
て
も
い
ず
れ
は
法
人
で
取
り
組
ん
で

い
け
る
よ
う
栽
培
技
術
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
収
量
増
と
高
品
質
を

目
指
し
て
、
皆
で
よ
い
も
の
を
作
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

Interview [インタビュー]

聞
き
手
：
J
A
岡
山
広
報
担
当

チームワークのよさを生かし、
面積拡大と栽培技術の向上を目指す
チームワークのよさを生かし、
面積拡大と栽培技術の向上を目指す

vol.259

農
を担う

荒井 義隆さん（写真左）
「あらい　よしたか」
平成6年生まれ。株式会社荒井農産、興除雄町研究
会所属。米麦・キャベツを経営。趣味は映画鑑賞。
座右の銘は「何事にも挑戦」。

荒井 和隆さん（写真右）
「あらい　かずたか」
平成8年生まれ。株式会社荒井農産、興除雄町研究
会所属。趣味は映画鑑賞。座右の銘は、「失敗は成
功のマザー」。

興除地区：米麦・キャベツ農家

兄
弟
で
米
麦
農
家
を
継
ぐ

経
営
面
積
の
拡
大
と
栽
培

技
術
の
向
上
を
目
指
す

今年もよいものができていますキャベツの収穫の様子 かきがらいりの資材を使っています

仲のよさが自慢です
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左右で芽が均一に
なるように縦に切る

70～80gくらいの大きさなら
2個に切り、さらに大きい場合
は3～4個に切る

資料2 種イモの切断

資料3 植え付け
株間25～30㎝

畝幅60～70㎝

深さ8㎝

種イモは切り口を下に

資料1 ジャガイモの作型と品種
作型/月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 主要品種

男爵、デジマ
メークイン
アンデス赤

デジマ
アンデス赤

植え付け 収穫

春　作

秋　作
芽出し

（マルチ栽培）

資料4 芽かきと土寄せ

3芽以上でている場合は、
大きい芽を2本残す

5㎝

種イモ 肥大するイモ

25㎝

資料5 草花の大まかな発芽適温
　　　（春播き以外を含む）

金魚草、ジギタリス（狐の手袋）、アルメリア、
ラークスパー（飛燕草）

マリーゴールド、プリムラ、パンジー、
エーデルワイス（薄雪草）、ガザニア

インパチェンス、ジニア（百日草）、サルビア、コスモス、
ケイトウ、千日紅、フウセンカズラ、ゴデチア

適温

10℃

草花の種類

15℃

20℃

25℃ ペチュニア、朝顔、オジギソウ、オシロイバナ、日々草、
マツバボタン、ヒマワリ、コリウス

資料6 好光性種子と嫌光性種子

コリウス、ジギタリス、プリムラ、エーデルワイス、
マツバボタン、ペチュニア、オダマキ、アゲラタム

発芽特性

好光性
（光が必要）

アザミ、ムシトリナデシコ、ハゲイトウ、ニゲラ、ジニア、
デルフィニューム、ラークスパー、ルピナス、日々草、ニゲラ

嫌光性
（光を避ける）

草花の種類

平鉢

水をためる

発芽したら
水から鉢を上げる

種

資料7 微細種子の底面吸水による播種・発芽

●
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
栽
培

　ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
手
間
が
あ
ま
り
か
か

ら
ず
、春
と
秋
の
年
2
回
栽
培
が
可
能
で
、

保
存
も
し
や
す
い
の
で
、
家
庭
菜
園
に
オ

ス
ス
メ
の
野
菜
で
す
（
資
料
1
）。

　ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
根
が
肥
大
し
た
も
の
で

は
な
く
、
茎
か
ら
出
た
わ
き
芽
（
ス
ト
ロ

ン
）
が
伸
長
し
た
先
が
肥
大
化
し
た
も
の

（
塊
茎
）
な
の
で
、
種
イ
モ
よ
り
上
部
に

つ
き
地
表
に
出
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
二
度
の
土
寄
せ
作
業
が
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　ホ
ク
ホ
ク
し
た
粉
質
系
の
「
男
爵
」、
粘

質
系
の「
メ
ー
ク
イ
ン
」が
あ
り「
デ
ジ
マ
」

「
ア
ン
デ
ス
赤
」は
休
眠
が
浅
い
の
で
、春
・

秋
作
と
も
栽
培
に
適
し
て
い
ま
す
。

●
畑
の
準
備

　日
当
た
り
が
よ
く
、
排
水
が
良
好
な
ほ

場
が
適
し
ま
す
。

　植
え
付
け
の
2
週
間
以
上
前
に
堆
肥
を

10
平
方
㍍
あ
た
り
20
㌔
、
苦
土
セ
ル
カ
等

を
5
0
0
㌘
施
用
し
深
く
耕
し
て
お
き
ま

す
。
土
壌
の
ア
ル
カ
リ
に
よ
り
、
イ
モ
の

表
面
に
か
さ
ぶ
た
状
の
病
斑
が
で
き
る

「
そ
う
か
病
」
が
発
生
し
や
す
く
な
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
石
灰
資
材
は
多
く
施
用

し
ま
せ
ん
。

●
種
イ
モ
の
準
備

　健
全
な
種
イ
モ
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

植
え
付
け
の
3
日
前
に
は
一
切
れ
が
30

〜
50
㌘
に
な
る
よ
う
に
切
り
、
植
え
付

け
ま
で
日
陰
で
切
り
口
を
陰
干
し
し
ま

す
（
資
料
2
）。

　秋
作
で
は
、
高
温
期
の
植
え
付
け
と
な

り
種
イ
モ
が
腐
敗
し
や
す
い
の
で
、
芽
出

し
後
植
え
付
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
直

射
日
光
の
当
た
ら
な
い
涼
し
く
、
排
水
の

よ
い
場
所
に
平
ら
な
床
を
作
り
、
陰
干
し

し
た
イ
モ
の
切
り
口
を
下
に
む
け
て
密
に

並
べ
ま
す
。
そ
の
上
に
2
〜
3
㌢
土
を
か

け
稲
わ
ら
等
を
敷
い
て
お
き
ま
す
。
芽
が

2
〜
3
㌢
伸
び
た
こ
ろ
イ
モ
を
掘
り
出
し

て
植
え
付
け
ま
す
。

●
施
肥
と
植
え
付
け
作
業

　基
肥
は
、
植
え
付
け
前
に
10
平
方
㍍
あ

た
り
野
菜
い
ち
ば
ん
等
を
1
㌔
施
用
し
ま

す
。
畝
幅
60
〜
70
㌢
の
低
い
畝
を
作
り
、

畝
の
中
心
に
深
さ
8
㌢
程
度
の
溝
を
掘

り
、
植
え
溝
を
準
備
し
ま
す
（
資
料
3
）。

　準
備
し
て
お
い
た
植
え
溝
に
株
間
25
〜

30
㌢
間
隔
で
種
イ
モ
を
置
い
て
い
き
覆
土

を
し
ま
す
。

　ま
た
、
春
作
で
マ
ル
チ
栽
培
を
す
る
場

合
は
、や
や
深
め
に
な
る
よ
う
植
え
付
け
、

黒
や
透
明
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
で
被
覆
し
ま

す
。
萌
芽
し
た
ら
早
め
に
マ
ル
チ
を
切
っ

て
芽
を
出
し
ま
す
。

●
芽
か
き

　植
え
付
け
後
、
芽
が
出
て
10
㌢
程
度
の

草
丈
に
な
っ
た
こ
ろ
、
大
き
い
芽
を
2
本

残
し
て
芽
か
き
し
ま
す
（
資
料
4
）。

●
追
肥
・
土
寄
せ
作
業

　草
丈
が
20
㌢
の
こ
ろ
に
第
1
回
目
の
土

寄
せ
を
行
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
追
肥
を
、

10
平
方
㍍
あ
た
り
野
菜
い
ち
ば
ん
等
を

5
0
0
㌘
施
用
し
ま
す
。

　第
2
回
目
の
土
寄
せ
は
、
2
週
間
後
お

よ
そ
草
丈
が
30
㌢
こ
ろ
に
な
っ
た
時
に
、

畝
の
高
さ
が
25
㌢
程
度
に
な
る
よ
う
に

し
っ
か
り
土
寄
せ
を
行
い
ま
す（
資
料
4
）。

●
収
穫

　春
作
の
収
穫
は
、
茎
葉
が
傷
み
、
や
や

黄
化
し
た
こ
ろ
が
適
期
と
な
り
ま
す
。
ま

ず
、
試
し
掘
り
を
し
て
み
ま
す
。
3
〜
4

日
晴
天
が
続
き
、土
が
よ
く
乾
い
た
時
に
、

イ
モ
を
傷
付
け
な
い
様
て
い
ね
い
に
掘
り

取
り
ま
す
。
表
皮
が
湿
っ
て
い
る
場
合

は
、
光
が
当
た
ら
な
い
様
に
屋
内
の
風
通

し
の
よ
い
と
こ
ろ
で
、
薄
く
広
げ
て
乾
燥

さ
せ
た
後
貯
蔵
し
ま
す
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は

家
庭
菜
園
に

オ
ス
ス
メ
で
す

●
春
播
き
草
花
か
ら

　日
差
し
が
暖
か
く
な
り
、
次
第
に
春
ま

き
草
花
の
種
播
き
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま

す
。
屋
内
で
早
め
に
播
い
て
花
壇
の
準
備

を
す
る
と
長
期
間
開
花
が
楽
し
め
ま
す
。

●
発
芽
適
温

　比
較
的
低
温
で
発
芽
す
る
も
の
か
ら
、

や
や
温
度
が
高
く
な
ら
な
い
と
発
芽
し
な

い
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
か
ら
、
表
を

参
考
に
適
し
た
時
期
に
播
き
ま
し
ょ
う

（
資
料
5
）。

　種
播
き
の
方
法
は
、
こ
れ
ま
で
ぱ
れ
っ

と
紙
面
で
さ
ま
ざ
ま
解
説
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　ポ
イ
ン
ト
は
、

①
覆
土
は
大
ま
か
に
、
種
の
大
き
さ
の
3

倍
程
度
。

②
発
芽
ま
で
は
乾
燥
さ
せ
な
い
。

③
種
類
に
よ
っ
て
光
条
件
が
発
芽
を
左
右

す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
か
ら
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
発
芽
に
光
が
必
要
な
も
の

（
好
光
性
種
子
）
は
覆
土
を
し
な
い
か

薄
く
し
ま
す
。
光
を
嫌
う
も
の
（
嫌
光

性
種
子
）
は
覆
土
が
薄
す
ぎ
る
と
発
芽

し
ま
せ
ん
（
資
料
6
）。

　嫌
光
性
種
子
や
微
細
な
種
子
は
覆
土
が

薄
い
た
め
、
う
っ
か
り
す
る
と
乾
燥
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
発
芽
ま
で

新
聞
紙
を
か
け
て
お
い
た
り
、
底
面
吸
水

で
管
理
す
る
と
失
敗
が
少
な
く
な
り
ま
す

（
資
料
7
）。

　た
だ
し
、
あ
る
程
度
発
芽
し
た
ら
遅
れ

な
い
よ
う
に
新
聞
紙
を
取
り
除
き
、
底
面

吸
水
も
や
め
な
い
と
、
軟
弱
苗
に
な
っ
た

り
、
立
ち
枯
れ
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
た

り
し
ま
す
の
で
ご
注
意
を
。

●
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

　比
較
的
種
が
大
き
く
育
苗
も
簡
単
な

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
は
、
開
花
期
間
も
長

く
、
中
小
輪
の
ほ
ふ
く
性
の
品
種
か
ら

大
輪
高
性
の
ア
フ
リ
カ
ン
種
ま
で
あ
っ

て
花
壇
を
彩
る
の
に
重
宝
で
す
。
独
特

の
香
り
が
苦
手
と
い
う
人
も
居
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
セ
ン
チ
ュ
ウ
対
策
に

い
く
ら
か
有
効
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　メ
キ
シ
コ
原
産
（
ア
フ
リ
カ
ン
種
も
）

で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
持
ち
込
ま
れ
た
後
に

花
言
葉
が
付
い
た
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、

全
般
の
花
言
葉
は
歓
迎
で
き
な
い
も
の
で

す
。
し
か
し
、
黄
色
は
「
健
康
」、
オ
レ
ン

ジ
は
「
予
言
」
な
ど
で
す
。

　育
苗
は
簡
単
な
方
で
生
育
も
早
い
の

で
、
早
播
き
し
す
ぎ
る
と
、
外
気
温
が
上

が
る
ま
で
暖
か
い
と
こ
ろ
で
ポ
ッ
ト
管
理

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
い
っ
た
ん
活
着
し

た
ら
丈
夫
な
植
物
で
す
。

・
連
続
開
花

　

　咲
き
始
め
た
ら
、
1
〜
2
度
霜
が
降
り

る
ま
で
咲
き
続
け
る
印
象
で
す
が
、
真
夏

の
高
温
長
日
期
に
は
あ
ま
り
開
花
し
な
く

な
り
ま
す
（
ア
フ
リ
カ
ン
種
は
比
較
的
開

花
し
ま
す
）。
そ
の
間
、
こ
ま
め
な
花
が

ら
摘
み
と
、
月
に
1
度
程
度
、
緩
効
性
の

肥
料
を
追
肥
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。
根
気

強
く
頑
張
っ
た
ら
、
株
が
張
っ
た
後
、
秋

の
一
斉
開
花
は
花
の
じ
ゅ
う
た
ん
の
よ
う

で
す
。

　花
が
ら
摘
み
を
こ
ま
め
に
や
る
効
果
の

一
つ
と
思
わ
れ
る
の
が
ナ
メ
ク
ジ
、
湿
気

の
多
い
時
期
に
は
花
と
と
も
に
ナ
メ
ク
ジ

が
葉
も
か
じ
る
よ
う
で
す
。

　通
常
は
病
害
で
困
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り

ま
せ
ん
。
い
く
ら
か
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
付
い

た
り
、
乾
燥
す
る
時
期
に
ハ
ダ
ニ
が
付
く

程
度
、
防
除
が
必
要
に
な
る
こ
と
は
少
な

い
と
思
い
ま
す
。
気
に
な
る
よ
う
で
し
た

ら
、
登
録
殺
虫
剤
を
処
理
す
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

●
ジ
ニ
ア
（
百
日
草
）

　カ
ラ
フ
ル
で
切
り
花
に
も
で
き
る
中
輪

品
種
が
お
勧
め
で
す
。

　プ
ロ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
、
プ
チ
ラ
ン
ド
、

ザ
ハ
ラ
な
ど
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な

り
、
花
壇
一
面
に
開
花
す
る
タ
イ
プ
の
品

種
も
あ
り
ま
す
。

　こ
ち
ら
も
中
央
ア
メ
リ
カ
原
産
で
、
花

言
葉
は
「
絆
」「
遠
い
友
を
思
う
」
な
ど
、
い

つ
も
植
え
て
お
き
た
く
な
る
よ
う
な
言
葉

で
す
。

　発
芽
適
温
が
高
い
の
で
、
暖
か
く
な
っ

て
か
ら
の
播
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　植
え
る
場
所
は
日
当
た
り
と
排
水
の
よ

い
と
こ
ろ
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　こ
の
花
も
手
入
れ
を
続
け
る
と
開
花
期

は
長
い
の
で
、
咲
い
た
花
は
あ
ま
り
傷
ま

な
い
う
ち
に
摘
み
取
り
、
月
に
1
回
程
度

緩
効
性
の
肥
料
を
追
肥
し
て
や
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　秋
、
涼
し
く
な
り
だ
し
た
ら
う
ど
ん
こ

病
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
あ
ま
り

薬
は
使
わ
な
い
と
い
う
方
は
、
季
節
の
到

来
と
考
え
、
い
つ
ま
で
も
美
し
く
と
い
う

方
は
、
秋
口
の
発
生
前
か
ら
ト
リ
フ
ミ
ン

水
和
剤
な
ど
、
花
き
類
登
録
の
あ
る
薬
剤

で
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

野
菜

花
き

家
庭
園
芸

楽
し
い

お問い合わせ先
営農部指導課
Tel.086（225）3224
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営農部指導課
中川 雄一

営農部指導課
宮本 大輔

春
に
備
え
て

花
壇
の
準
備
を

し
ま
し
ょ
う
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JA岡山からのお知らせ

JA OKAYAMA

資料10 ビワの摘果と袋掛け資料9 誘引方法

結束は8の字が基本

資料8 定植

田中は2果、
茂木は3～4果程度残し、
一緒に袋を掛ける

1ｍ

40～
50㎝

20～
30㎝

根に土を抱かせ、
交差しないよう放射状に
根を配置する

水を貯めるため、
植穴の周囲を
高くする（水鉢）

接ぎ木部が土で覆われないように
浅植えする

敷きわら
苗木から少し離して
敷き、飛ばないよう
にする

覆土は浅く
株元は2～3㎝
先は10㎝位

暗きょ

支柱

地表面

台木

穂木

一  

か
ん
き
つ
類
の
植
え
付
け

　3
月
は
か
ん
き
つ
類
の
植
え
付
け
時
期

に
な
り
ま
す
。
か
ん
き
つ
類
の
苗
木
は
常

緑
樹
な
の
で
一
年
中
、
葉
が
つ
い
て
い
ま

す
。
寒
さ
に
は
弱
い
の
で
、
で
き
る
だ
け

暖
か
く
な
っ
て
か
ら
植
え
ま
し
ょ
う
。
こ

こ
で
は
植
え
付
け
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

●
土
づ
く
り

　農
協
へ
注
文
さ
れ
て
い
る
方
は
、
3
月

末
〜
4
月
上
旬
に
は
配
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
2
月
末
ま
で
に
は
土
づ
く
り
を
済
ま

せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
直
径
1
㍍
、
深
さ

40
〜
50
㌢
の
植
穴
を
掘
り
ま
す
。
こ
の
時

に
大
き
な
石
や
根
な
ど
が
あ
れ
ば
取
り
除

い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
施
肥
量
は
土
質
に

よ
っ
て
加
減
が
必
要
で
す
が
、
良
質
堆
肥

20
〜
30
㌔
、
苦
土
石
灰
ま
た
は
苦
土
セ
ル

カ
2
号
を
1
〜
2
㌔
、
溶
リ
ン
1
㌔
を
目

安
に
施
用
し
、
土
と
よ
く
混
和
し
て
お
き

ま
す
（
資
料
8
）。

　こ
の
時
に
排
水
対
策
と
し
て
、
20
〜
30

㌢
の
盛
り
土
に
し
て
お
き
ま
す
が
、
盛
り

土
は
降
雨
な
ど
で
鎮
圧
さ
れ
る
と
低
く
な

り
ま
す
の
で
、
若
干
高
め
に
作
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

●
苗
木

　苗
木
は
、
植
え
付
け
ま
で
は
根
を
乾
か

さ
な
い
よ
う
に
管
理
し
ま
す
。
特
に
か
ん

き
つ
類
は
乾
燥
に
弱
い
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。
苗
木
は
40
〜
60
㌢
程
度
で
切
り

戻
し
、
切
断
面
に
ト
ッ
プ
ジ
ン
M
ペ
ー
ス

ト
を
塗
布
し
、
保
護
し
て
お
き
ま
す
。

●
植
え
付
け

　植
え
付
け
位
置
に
支
柱
を
立
て
、
根

が
交
差
し
な
い
よ
う
に
四
方
に
広
げ
、

根
の
先
端
が
下
方
と
な
る
よ
う
に
配
置

し
、
細
か
い
土
で
覆
土
し
て
た
っ
ぷ
り

灌
水
し
ま
す
。

　植
え
付
け
後
は
水
鉢
を
作
り
、
そ
の
中

に
水
を
た
っ
ぷ
り
め
に
注
ぎ
込
み
ま
す
。

水
鉢
に
水
が
た
ま
っ
た
程
度
で
は
根
の
周

り
ま
で
水
が
到
達
し
て
い
な
い
場
合
が
あ

る
の
で
少
し
土
に
指
を
差
し
込
ん
で
確
認

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
う
す
る
こ
と
で

土
壌
水
分
の
確
認
が
で
き
、
土
と
根
を
馴

染
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
風
な
ど
で

苗
木
が
倒
れ
な
い
よ
う
に
支
柱
に
誘
引
し

ま
す
。
こ
の
時
に
注
意
し
た
い
の
は
苗
木

が
太
る
過
程
で
、
紐
が
苗
木
に
喰
い
込
ん

で
首
を
締
め
な
い
よ
う
に
8
の
字
を
描
く

よ
う
紐
で
緩
め
に
誘
引
し
ま
す
（
資
料
9
）。

　そ
の
後
は
土
壌
の
乾
燥
防
止
と
雑
草
の

発
生
抑
制
の
た
め
、
植
え
付
け
後
は
稲
わ

ら
等
で
株
元
に
マ
ル
チ
し
ま
す
。
乾
燥
に

は
注
意
し
、
10
日
間
程
度
の
間
に
ま
と

ま
っ
た
降
雨
が
無
け
れ
ば
灌
水
を
実
施
し

ま
し
ょ
う
。

二

　ビ
ワ
の
袋
掛
け

　寒
さ
が
落
ち
着
い
た
3
月
下
旬
ご
ろ
か

ら
袋
掛
け
を
行
い
ま
す
。
袋
掛
け
前
に
は

摘
果
を
し
て
、
果
数
の
調
整
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

●
摘
果

　幼
果
が
大
き
く
な
り
始
め
る
4
月
上
旬

に
な
っ
た
ら
、
葉
25
枚
に
1
果
程
度
に
な

る
よ
う
に
、
1
果
房
あ
た
り
2
〜
4
果
を

残
し
て
摘
果
し
ま
す
。

　虫
の
食
害
を
受
け
た
果
実
や
小
さ
い
果

実
、
霜
害
を
受
け
て
カ
サ
ブ
タ
の
よ
う
な

傷
害
果
（
通
称
：
は
ち
ま
き
）
に
な
っ
た

果
実
を
中
心
に
摘
果
し
ま
す
。

●
袋
掛
け

　病
害
虫
等
の
被
害
が
心
配
な
ら
、
摘
果

が
終
わ
り
し
だ
い
早
め
に
袋
掛
け
を
し
ま

し
ょ
う
。

営農部指導課
武田 祐一

　「田
中
」
な
ど
の
大
果
品
種
は
1
〜
2

果
ご
と
に
、「
茂
木
」
な
ど
の
小
果
品
種

は
果
房
ご
と
に
袋
を
掛
け
ま
す
。
袋
の
口

を
大
き
く
開
き
、
果
房
を
ま
と
め
て
包
み

込
み
ま
す
（
資
料
10
）。
こ
の
時
に
果
軸

を
折
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

３
月
は
か
ん
き
つ

類
の
植
え
付
け

時
期
で
す

※写真はイメージです

お知らせ

2022年3月号チラシ掲載商品
・バッテリー式耕うん機＆運搬車
・３年連続手帳「デヴュ」
・エーコープ商品
・今月のおすすめ商品

　購買品注文取りまとめについてのチラシ
を広報誌「ぱれっと」の中に折り込んでお
りますのでご利用ください。

令和3年度岡山県花き共進会　表彰式

　12月23日、備中県民局高梁地域事務所で令和3年
度岡山県花き共進会の表彰式が行われました。これ
は、おかやまオリジナル品種や高品質花きの生産を振
興する観点から、花き栽培意欲と生産技術の向上を図
るため7月15日に開催された共進会の入賞者を讃える
ものです。JA岡山管内からは、下記個人が受賞しまし
た。（敬称略）

■優秀賞　全国農業協同組合連合会　
　　　　　岡山県本部　運営委員会会長賞
　　　　　綱嶋繁海
■奨励賞　岡山県花き生産協会会長賞
　　　　　水田博夫、尾﨑勝彦、石井謙吾

農業者の皆さまへ

種苗法改正により、令和４年４月１日から農研機構登録品種の増殖（※）には許諾が必要です。
（※）「自家用の栽培向け増殖」とは、登録品種の収穫物の一部を自分の種苗として使うこと(改正前の種苗法で自家増殖とさ

れている行為)に加え、登録品種の種芋や親株、苗木から採ったツル苗や穂木等を種苗として利用すること(従前から許
諾が必要な行為)を含みます。

■対象品目（品種） ※一部抜粋
　ぶどう（シャインマスカット、クイーンニーナ）
　イチゴ（おいCベリー、恋みのり）など

★農研機構登録品種ならびに「自家用の栽培向け増殖」の許諾手続き方法や遵守事項については、
　下記のURL（農研機構ホームページ）から確認することが出来ます。
★権利期間が満了している品種等は、許諾を得る必要はありません。

＜許諾手続きや遵守事項の確認、お問い合わせはこちら＞
国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構　知的財産部　育成者権管理課
https://www.naro.go.jp/collab/breed/permission/index.html

優秀賞を受賞した綱嶋繁海さんと出品した「岡山夢りんどう
早生２号」

果
樹
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  「国消国産」のすすめ
日本で食べるものは、日本で作る

　今回のあぐろグラムは、「桃の節句」にちなんで、満開の桃の花をご紹介します。
　３月３日が「桃の節句」と呼ばれるようになったのは、旧暦の３月３日ごろに桃の花が咲くことや、
桃は魔除けの効果を持つとされてきたからだという
説があるようです。
　当ＪＡ管内では、各地で桃が栽培されていますが、
中でも一宮・津高地区は栽培の歴史も古く、主力品
種の「清水白桃」のほか数多くの品種が生産・出荷さ
れています。
　桃の花は、観賞用に栽培されているものもありま
すが、最近では、収穫用の木のせん定時に切除した
枝を加温ハウス内で保管し、節句に合わせて花を咲
かせたものも好まれているようです。
　　　　　　　　　　　　 編集担当　久山　隆一

「桃の節句」に
ちなんで！
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①米粉と薄力粉を合わせてふるいにかける。（２回）
②卵は卵黄と卵白に分ける。
③卵黄に分量の半分の砂糖を加え、白っぽくもったりするまで泡立てる。
④別のボウルに卵白と残りの砂糖を入れ、角がピンと立つまで泡立て、メレンゲを作る。
⑤牛乳と無塩バターを合わせ、湯煎にかけて溶かしバターを作る。
⑥④のメレンゲに泡立てた卵黄を加えて混ぜ合わせ、ふるった粉を加えて泡立て器で軽く
　混ぜ合わせる。
⑦溶かしバターに⑥の生地を1/4量ほど加え、泡立て器でよく混ぜ合わせる。
⑧⑦の生地を⑥のボウルに戻し入れ、ヘラを使って手早く混ぜ合わせる。
⑨カップに生地をつぎわけ、黒豆の甘煮を５個ずつトッピングする。
⑩180℃のオーブンで22分焼く。

米粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７０ｇ
薄力粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０ｇ
卵（Lサイズ）・・・・・３個（約７０ｇ×３） 
砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９０ｇ
牛乳・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３５㏄
無塩バター・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０ｇ
黒豆の甘煮・・・・・・・・・５個ずつ×７

材料（7個分） 作り方
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米麦・キャベツ農家　荒井義隆 さん（右）　荒井和隆 さん（左）
興除地区………10ページ
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2022春の園芸セール
2022年3月号カタログショッピングチラシ ほか

今月の折り込み

JA岡山は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。


